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阿部 周
あまね

 くん➎歳 
平成 30年 12月 29日生（尾去沢）
父・錬さん /母・ももこさん

食べることが大好きで
元気いっぱい！！
これからもすくすく
大きくなってね！！

写真を募集しています !!

　メールで、①氏名（親）②お
子さんの名前（ふりがな）③住
所 ④お子さんの生年月日　⑤
メッセージ・紹介文（50 字以内）
を記入し、写真を
添付してお送りくだ
さい。右の二次元
コードからも申込可能です。
○申込期限　
お子さんの誕生日の前月 10 日
※掲載は先着３人まで。
問政策企画課 政策推進班　
　☎ 30-0205 
　seisaku@city.kazuno.lg.jp
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　11 月 9 日に、市 役 所 敷
地内でりんごの収穫が行わ
れました。参加したのはあ
おぞらこども園と大湯保育
園の園児。りんごのもぎ取
り方を教えてもらいながら、
元気いっぱいに収穫しまし
た。その後の試食では「お
いしい！」と、その食感と
味に笑顔を見せていました。
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 ― 今月の表紙 ―

立山 蒼
あおい

 ちゃん➎歳 
平成 30年 12月 8日生（花輪）
父・充さん /母・美穂さん

いつも元気いっぱいの
蒼ちゃん♡
これからもたくさん
お話聞かせてね！

月
3
日
（
文
化
の
日
）

に
、
文
化
の
杜
交
流
館

コ
モ
ッ
セ
で
、
第
36
回

鹿
角
音
楽
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
本
市
と
小
坂

町
の
小
・
中
学
生
が
合
奏
や
合
唱

を
披
露
す
る
「
音
楽
の
祭
典
」
と

し
て
開
か
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現

状
を
踏
ま
え
た
イ
ベ
ン
ト
の
見
直

し
が
行
わ
れ
、
今
回
で
最
後
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

音
楽
祭
に
は
、
市
町
７
小
学
校

の
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
部
や
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
部
の
児

童
、
約
１
６
０
人
が
出
演
し
、
こ

れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し

ま
し
た
。
童
謡
や
Ｊ
ポ
ッ
プ
の
ほ

か
、
映
画
や
ア
ニ
メ
な
ど
で
流
行

し
た
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
曲

が
披
露
さ
れ
、
観
客
は
真
剣
な
ま

な
ざ
し
で
演
奏
や
ダ
ン
ス
を
披
露

す
る
児
童
の
姿
に
笑
顔
を
見
せ
な

が
ら
、
体
を
揺
ら
し
て
音
楽
に
の

っ
た
り
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
手

拍
子
を
し
た
り
し
て
、
イ
ベ
ン
ト

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
響
い
た
児

童
の
演
奏
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
、
鹿
角
音

楽
祭
は
こ
れ
ま
で
の
長
い
歴
史
に

幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

第36回鹿角音楽祭～響け、鹿角の里へ～
長 年 の 歴 史 に フ ィ ナ ー レ　　「 音 楽 の 祭 典 」 に 盛 大 な 拍 手

11

2023年 12月号3 KAZUNO CITY 2023年 12月号 2KAZUNO CITY



地
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
校

訓
『
純
・
剛
・
忍
』
の
精
神
を
忘

れ
ず
、
花
輪
、
小
坂
の
生
徒
や
教

職
員
と
力
を
合
わ
せ
、
よ
り
良
い

学
校
を
作
っ
て
い
く
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

来
賓
の
式
辞
、
同
校
関
係
者

へ
の
感
謝
状
贈
呈
な
ど
が
行
わ

れ
式
典
は
閉
幕
。
そ
の
後
行
わ

れ
た
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
谷
内
温あ

つ
しさ
ん
、
佐
藤
達と

お
るさ
ん
、

石
垣
寿す

み

こ

美
子
さ
ん
、
斉
藤
李り

さ砂

さ
ん
の
卒
業
生
４
人
と
、
生
徒

会
長
の
工
藤
瑠
夏
さ
ん
が
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
。
在
学
時

の
写
真
を
紹
介
し
当
時
の
思
い

出
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
現
在

　
　
　
　
和
田
高
校
の
創
立
80
周

　
　
　
　
年
記
念
式
典
と
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
十
和
田
高
校
80
年

の
歩
み 

過
去
・
現
在
・
そ
し
て

未
来
へ
」
が
10
月
14
日
、
同
校
で

開
催
さ
れ
、
生
徒
と
来
賓
、
元
教

員
な
ど
約
２
０
０
人
が
出
席
し
、

最
後
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
来
年
度
か
ら
花
輪
高

校
、
小
坂
高
校
と
統
合
し
「
鹿
角

高
校
」
と
し
て
、
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
す
。

　

記
念
式
典
で
深
井
裕ひ

ろ
ゆ
き之
校
長

は
「
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
は

１
万
４
千
人
を
超
え
、
地
域
や
日

本
を
支
え
る
た
く
さ
ん
の
人
材
を

輩
出
し
て
き
た
。
も
う
す
ぐ
こ
の

　
　
　
　
輪
高
校
で
10
月
21
日
、

　
　
　
　
閉
校
式
典
と
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
行
わ
れ
、
在
校
生
や
教
職

員
、
卒
業
生
な
ど
約
５
０
０
人
が

出
席
し
、
同
校
の
歴
史
を
振
り
返

り
ま
し
た
。

　

式
典
で
佐
藤
貢み

つ
ぐ

校
長
は
「
卒

業
生
の
総
数
は
１
万
９
千
人
を
超

え
、
国
内
外
で
活
躍
す
る
数
多
く

の
人
材
を
輩
出
で
き
た
こ
と
は
地

域
の
支
援
の
た
ま
も
の
」
と
感
謝

し
、「
統
合
し
た
仲
間
と
共
に
地

域
に
愛
さ
れ
る
よ
う
な
学
校
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
在

校
生
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
式
典
後
に
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
卒
業
生
の
高
橋
健け

ん
い
ち一

さ
ん
、
松
宮
祐ゆ

う
こ
う行
さ
ん
、
畠
山

陽よ
う
す
け輔

さ
ん
、
小
林
範の

り
ひ
と仁

さ
ん
が
登

壇
。「
歴
史
を
創
っ
た
花
校
ア
ス

リ
ー
ト
」
を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ

れ
が
競
技
を
始
め
た
き
っ
か
け
や

高
校
時
代
の
思
い
出
な
ど
に
つ
い

て
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
翌
日
の
22
日
に
は
、
花
輪
高
校

吹
奏
楽
部
の
現
役
部
員
と
О
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
が
集
ま
り
、
総
勢
約
１
０
０

人
に
よ
る
フ
ァ
イ
ナ
ル
コ
ン
サ
ー

ト
「
響
」
が
、
文
化
の
杜
交
流
館

コ
モ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
何

度
も
金
賞
に
輝
い
た
花
輪
高
校
吹

奏
楽
部
。
そ
ん
な
名
門
の
「
花
輪

高
校
」
と
し
て
の
最
後
の
演
奏
に
、

の
高
校
の
状
況
や
統
合
後
の
校

舎
の
利
活
用
な
ど
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

詰
め
か
け
た
満
員
の
来
場
者
か
ら

は
、
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　十和田高校がなくなると聞いた時は、
今まで当たり前にあったものがなくな
るってどんな気持ちだろうと思っていま
した。でも、入学してから生徒会活動を
やっている中で、過去の先輩方がつくっ
てきたものに触れているうちに、思い出
の詰まったものがなくなるのはとても寂
しいことなんだなと、自分の肌で実感す
るようになりました。
　ただ、寂しい気持ちだけでは終わらせ
たくないですし、残りの学校生活で十高
の魅力を少しでも残していけるよう考え
向き合っていきたいです。そして、後輩
たちには十高の良さを残しつつ、鹿角高
校としても、新しい歴史を築いていって
ほしいです。

　行事や部活動はもちろんですが、特
に花輪高校で過ごした日々の生活が一
番の思い出です。花高の伝統と言えば、
応援歌練習や強歩大会などが思い浮か
びます。そういった伝統がなくなって
しまうかもしれないと思うと寂しさを
感じます。
　残りの学校生活では、行事をはじめ毎
日の生活を一日一日大事にして、先輩方
が残してくださった歴史に恥じないよう
に生活していきたいし、今後の人生でも
花高生として胸を張って生きていきたい
です。後輩たちには鹿角高校という新し
い学校として、ここだけにしかない良さ
や魅力を作っていってほしいなと思って
います。

伝統忘れず、   未来へ向かう
来年度、統合を控える　２校で記念・閉校式典

十和田高校 生徒会長
工藤 瑠

る な

夏 さん

花輪高校 生徒会長
根本 竜

り ゅ う の す け

之介 さん

花
高
生
と
し
て
胸
を
張
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
生
き
て
い
き
た
い

寂
し
い
気
持
ち
だ
け
で

　
　
　
　
　
　
終
わ
ら
せ
た
く
な
い

十花

Special Feature‐閉校特集‐
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広報誌に掲載した写真は、希望
するご家族などにお渡しします
ので、ご連絡ください。
→政策企画課（☎ 30-0205）

　地元高校生による「あおぞら食堂」が 10 月 28
日と 29 日、十和田市民センター内に出店されま
した。出店は昨年に続き２回目で、毛馬内盆踊り
をイメージしたかき揚げ入りの鶏だしスープのそ
ばを、高校生が調理から受け付けまで分担しなが
ら提供。あおぞら食堂の前には行列ができるなど、
大盛況でした。

Topic

03 地元高校生が食堂を出店
高校生あおぞら食堂

　きりたんぽ発祥まつりが 11 月 12 日に、道の駅
かづのあんとらあで開催されました。会場には、市
内各所の名店が集まり、正統派からオリジナル創作
鍋まで多種多様なきりたんぽ鍋が集まりました。会
場では、たんぽ小町号の試乗体験コーナー、みそつ
けたんぽの手作り体験ができるブースなどもあり、
来場者は、まつりを存分に楽しんでいました。

Topic

04 きりたんぽ鍋が大集合
きりたんぽ発祥まつり

　テレワーク入門セミナーが 11 月 11 日に旧関善酒
店で開催されました。セミナーでは、テレビコメン
テーターなどとして活躍する石山アンジュさんらが
講演し、インターネットを介して個人と個人の間で
使っていない物や技能を貸し借りする「シェアリン
グエコノミー」などを紹介。参加者は、自分の強み
を生かした新しい時代の働き方について学びました。

Topic

05 石山アンジュさんらが講演
テレワーク入門セミナー Topic

01 本への愛を言葉にして 相場詩
し お り

織講演会×ビブリオバトル
2023inAKITA北鹿大会

Town Topics
まちの話題

　花輪図書館 100 周年記念事業として「相場詩織講

演会×ビブリオバトル 2023inAKITA 北鹿大会」が

10 月 28 日、文化の杜交流館コモッセ文化ホールで

開催されました。講演会では、秋田県出身のフリーア

ナウンサー相場詩織さんが「読書を通じて夢を叶える」

という演題で講演。本から得た学びがこれまでの人生

経験に生かされたことや、オススメ本を紹介しながら、

言葉の持つ力の大きさを理解することの大切さなどに

ついて語りました。また、好きな本の魅力をプレゼン

し、投票で一番読みたい本を決める「ビブリオバトル」

の北鹿大会が行われ、中学生の部に 3 人、高校生の

部には４人が参加しました。大会結果は、中学生の部

で高橋優
ゆ う た

太さん（十和田中１年）、高校生の部で清水

悠
は る と

琴さん（大館鳳鳴高校２年、尾去沢中出身）が優勝

し、県大会出場を決めました。

　倉岡キミさん（十和田毛馬内）が満 100 歳の誕
生日を迎え、市から顕彰状と祝い金が贈られました。
倉岡さんは、大正 12 年 11 月２日生まれ。日課は、
新聞を見て日々の変化をチェックすることと、テレ
ビを見ることで、相撲を長時間見て楽しんでいるそ
うです。長寿の秘訣は「腹八分目で食べること、く
よくよしないこと」と話していました。

Topic

07 倉岡キミさんの百寿祝う
いつまでもお元気で

　人気ゲーム「ポケットモンスター」に登場するキャ
ラクターの絵がマンホールの蓋に描かれた「ポケふ
た」が、10 月 28 日に道の駅かづの あんとらあに設
置されました。設置されたポケふたは、大湯環状列
石の景観がイメージされていて、県内で設置された
のは本市を含め５か所です。（写真はインターンシップ
で広報を体験した花輪中２年の大里紫

し の

野さんが撮影）

Topic

06 市内に「ポケふた」設置
ポケモンのマンホール

　地区文化祭が 10 月 27 日から 29 日まで、市内各
４地区の市民センターで開催されました。会場には、
各市民センターで活動する団体や個人の盆栽や絵画、
写真、手芸などの作品展示のほか、バザーやフリー
マーケットが行われる地区もありました。来場者は、
出品された思いの詰まった作品の数々に足を止めな
がら見入っていました。

Topic

02 思いの詰まった作品並ぶ
地区文化祭
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除
雪
車
に
よ
る
作
業

　

道
路
の
積
雪
が
10
㌢
以
上

（
３
月
は
15
㌢
以
上
）
あ
っ
た

場
合
に
、
除
雪
車
に
よ
る
作
業

を
実
施
し
ま
す
。

　
通
勤
・
通
学
す
る
人
が
集
中

す
る
午
前
７
時
を
目
途
に
、
作

業
を
終
了
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
他
の
時
間
帯
に
も

積
雪
の
状
況
に
よ
り
出
動
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。　
　

　
除
雪
車
に
よ
る
道
路
除
雪
で

寄
せ
ら
れ
た
雪
が
間
口
に
入
り

込
み
、
玄
関
先
や
車
庫
前
を
塞

い
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
各
家
庭
で
片
づ
け
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
除

雪
が
困
難
な
場
合
に
つ
い
て

は
、
地
域
で
声
を
か
け
合
い
、

対
応
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

Q.�除雪する道路の順番は、どうやって決めてい
るのですか？

A.�バス路線、幹線道路、住宅地の順番で行い、
朝7時までの除雪完了を目指しています。

Q.�除雪をしている道路としていない道路がある
のはなぜですか？

A.�除雪する道路は、冬期間の生活の確保に最低
限必要な道路を選んで除雪しています。

　 農道などの冬期間に通行のない道路や、生活に
支障がない道路は除雪を行っていませんので、
ご理解ください。

Ｑ.よくある問い合わせ

　
市
で
は
、
通
勤
・
通
学
な
ど

の
道
路
交
通
の
安
全
確
保
の
た

め
、
除
雪
計
画
を
定
め
て
市
道

な
ど
の
除
排
雪
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
昨
年
度
ま
で
の
通
行
状
況
な

ど
を
踏
ま
え
、
除
雪
路
線
の
見

直
し
（
通
行
が
ほ
と
ん
ど
な
い

路
線
の
除
雪
中
止
な
ど
）
を

行
っ
て
お
り
、
生
活
に
直
結
す

る
路
線
を
最
優
先
に
し
て
除
雪

し
て
い
ま
す
。
除
排
雪
作
業
を

よ
り
効
率
よ
く
効
果
的
な
も
の

と
す
る
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

除雪業者を
募集しています

参入条件　
　�故障時の代替え機があり、
予備の運転手がいること

　
除
雪
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
、
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
し
な
い
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、
車
道
に
雪
を
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

②
道
路
に
面
す
る
軒
先
の
雪
は
、
雪
止
め
を
設
置
し

た
り
、
こ
ま
め
に
雪
下
ろ
し
を
し
た
り
し
て
く

だ
さ
い
。

③
路
上
駐
車
は
除
雪
車
の
妨
げ
に
な
る
の
で
、
や
め

て
く
だ
さ
い
。

④
側
溝
や
用
水
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑤
効
率
的
に
対
応
す
る
た
め
、
問
い
合
わ
せ
は
自
治

会
単
位
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

除
雪
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を

　　　　　　　　　　　　
防
止
す
る
た
め
に

○八幡平地区
　米代川の川部橋付近
○花輪・尾去沢地区
　米代川の久保田橋下流付近
○大湯地区
　大湯川の大和橋付近
○毛馬内・錦木地区
　小坂川の御山橋付近
　大湯川の浜田橋付近

雪置き場提供のお願い
　除雪が続くと、雪を置く場
所が無くなり、十分な除雪が
できなくなります。空き地な
どがありましたら、雪置き場
として提供をお願いします。

各地区の雪捨て場

問
国
道
と
県
道
に
つ
い
て

　
鹿
角
地
域
振
興
局 

建
設
部

　
☎
23
‐
２
３
１
６

問
市
道
に
つ
い
て

　
都
市
整
備
課 

道
路
河
川
班

　
☎
30
‐
０
２
６
３

除
排
雪
作
業
に 

ご
協
力
く
だ
さ
い
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高
齢
者
世
帯
な
ど
の
間
口
除
雪
へ

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
近
所
や
家
族
、
親
族
か
ら
の
支

援
が
受
け
ら
れ
ず
お
困
り
の
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○�

対
象
者　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
世
帯
ま
た
は
高
齢
者

の
み
の
世
帯
で
、
除
雪
が
で
き
な

い
世
帯

○�

間
口
除
雪
の
範
囲　
玄
関
か
ら
主

要
道
路
ま
で
、
歩
い
て
通
れ
る
分

の
幅
（
車
が
出
入
り
で
き
る
幅
、

屋
根
か
ら
の
落
雪
や
通
路
以
外
の

除
雪
な
ど
は
対
象
外
）

○�

実
施
基
準　
そ
の
日
の
朝
ま
で
に

雪
が
10
㌢
以
上
（
3
月
は
15
㌢
以

上
）
降
り
積
も
っ
た
場
合

○�

自
己
負
担
額　
１
回 

３
９
０
円

（
１
回
１
時
間
以
内
）

　雪下ろし業者をお探しの人
は、下記までお問い合わせくだ
さい。

　問 鹿角建設技能組合
　　 ☎ 23-6171
　問 鹿角十和田建設技能組合
　 　☎ 35-4804

～依頼にあたっての注意点～
・ 費用は屋根の形状や面積、作業時

間、排雪方法などによって異なり
ます。作業前に、業者とよく話し
合ってから依頼するようお願いし
ます。

・ 問い合わせから作業開始までには
時間がかかります。降雪の状況に
より、業者への依頼が集中した際
は、お断りする場合があります。

雪下ろし業者を
お探しの人へ

　
自
力
で
の
雪
下
ろ
し
が
困
難
な

高
齢
者
の
冬
期
間
の
安
全
確
保
と

不
安
解
消
を
図
る
た
め
、
雪
下
ろ

し
・
除
排
雪
に
か
か
る
費
用
を
助

成
し
ま
す
。

○�

対
象
と
な
る
世
帯　
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
、
自
力
で
の
除

雪
が
困
難
と
認
め
ら
れ
、
家

族
・
親
族
な
ど
に
よ
る
支
援
が

な
く
、
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て

い
な
い
世
帯

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

② 

等
級
が
１
級
ま
た
は
２
級
の
身

体
障
が
い
者
の
み
の
世
帯

○�

助
成
対
象
と
な
る
作
業　
対
象

世
帯
が
現
に
居
住
す
る
家
屋

（
一
戸
建
の
持
ち
家
に
限
る
）

で
、
令
和
６
年
3
月
20
日
㊌
ま

で
に
、
業
者
な
ど
が
次
の
作
業

を
実
施
し
た
場
合

①
敷
地
内
の
除
排
雪
作
業

②
家
屋
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業

※ 

借
家
・
ア
パ
ー
ト
、
小
屋
、
誰

も
住
ん
で
い
な
い
家
屋
（
冬
期

間
不
在
含
む
）、空
き
家
は
対

象
外
で
す
。

※
日
常
的
な
除
雪
は
対
象
外
で
す
。

除雪ボランティア大募集中
　鹿角市社会福祉協議会では、身近に除雪の協力を得られない一人暮らしの高齢者や障がい者を対象
に、市民ボランティアによる除雪支援活動を展開しています。除雪ボランティアの内容は、主に溜まっ
た雪の除排雪作業で、おおむね１～２回の活動です。協力していただける場合は、個人負担なしでボ
ランティア保険の加入手続きを行います。問 鹿角市社会福祉協議会 ☎ 23-2165

高齢者世帯などへの間口除雪の支援

高齢者などの間口除雪を実施する
自治会などを募集

高齢者世帯などの雪下ろし・除排雪にかかる費用の助成

① 

作
業
の
依
頼

　
必
要
に
応
じ
て
業
者
な
ど
に
直

接
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
助
成
対
象
は
、
12
月
1
日
㊎
～

令
和
６
年
3
月
20
日
㊌
の
期
間
に

作
業
し
た
分
で
す
。
業
者
以
外
へ

作
業
を
依
頼
し
た
場
合
で
も
補
助

対
象
に
な
り
ま
す
。

② 

作
業
に
あ
た
っ
て

　
作
業
の
際
は
、
作
業
前
と
作
業

後
の
写
真
を
必
ず
撮
影
し
て
く
だ

さ
い
。
ご
自
身
で
撮
影
が
で
き
な

い
場
合
は
、
作
業
を
実
施
す
る
業

者
な
ど
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

写
真
は
作
業
前
後
の
状
況
を
比

較
し
や
す
い
よ
う
、
同
じ
場
所

で
撮
影
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

作
業
日
が
わ
か
る
よ
う
日
付
を

入
れ
て
作
業
し
て
く
だ
さ
い
。

③ 

作
業
終
了
後

　
業
者
な
ど
に
費
用
を
支
払
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
次
の
内
容

が
記
載
さ
れ
た
領
収
書
を
必
ず
受

け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
宛
名
▼
作
業
実
施
日
▼
作
業
場

所
（
○
○
様
宅
な
ど
）
▼
作
業
内

容
（
除
排
雪
・
雪
下
ろ
し
な
ど
）

▼
領
収
書
発
行
日
▼
業
者
名
お
よ

び
業
者
印

④ 

市
に
申
請
書
類
を
提
出

　
補
助
金
交
付
申
請
書
兼
実
績
報

告
書
に
押
印
の
上
、
次
の
書
類
を

添
え
て
、
あ
ん
し
ん
長
寿
課
窓
口

ま
た
は
各
支
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
領
収
書
の
写
し
▼
作
業
前
と
作

業
後
の
写
真

※ 

業
者
以
外
へ
作
業
を
依
頼
し
た

場
合
は
、「
個
人
事
業
届
」
の

提
出
が
必
要
で
す
。

⑤ 

審
査
、
補
助
金
の
振
り
込
み

　
市
の
審
査
後
、
助
成
対
象
と
な

る
人
に
交
付
決
定
を
通
知
し
、
後

日
、
指
定
の
口
座
に
補
助
金
を
振

り
込
み
ま
す
。

除
雪
が
困
難
な

　
　
　
　
世
帯
へ
の
支
援
制
度
問あんしん長寿課 
　高齢者支援班 
　☎30-0234

利
用
方
法

作業前作業前

作業後作業後

○�

助
成
額　
１
回
の
除
排
雪
作
業

に
要
し
た
費
用
の
２
分
の
１ 

① 

市
県
民
税
非
課
税
世
帯　

　

 

１
回
あ
た
り
上
限
２
万
円

（
２
回
ま
で
） 

② 

市
県
民
税
課
税
世
帯　

　

 

１
回
あ
た
り
上
限
１
万
円

（
２
回
ま
で
）

○
申
請
期
限　

　
令
和
６
年
３
月
22
日
㊎

　
地
域
の
高
齢
者
世
帯
の
間
口
除

雪
を
実
施
す
る
自
治
会
な
ど
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
住
民
同
士
の
支
え
合
い
で
、
冬

期
間
も
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

○�

対
象　
地
域
に
居
住
す
る
高
齢

者
世
帯
な
ど
の
間
口
除
雪
を
行

う
自
治
会
な
ど

○
契
約
形
態　
市
と
の
委
託
契
約

○
各
世
帯
か
ら
徴
収
で
き
る
金
額

　
１
回 

３
９
０
円

○
市
か
ら
受
け
取
る
委
託
料

　
１
回

　
１
回  

９
１
７
円

９
１
７
円

※ 

除
雪
機
を
使
用
し
た
場
合
、
別
途

料
金
が
発
生
し
ま
す
。

※ 

１
カ
月
分
を
ま
と
め
て
、
作
業
実

施
者
（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
自
治
会
）
に
支
払
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
（
例
：
10
回
作
業

し
た
場
合
、
３
９
０
０
円
）

※
作
業
回
数
に
上
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

除
雪
作
業
場
所
の
状
況
に
よ
り
、

対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※※  

対
象
外
の
除
雪
に
つ
い
て
は
、
シ

対
象
外
の
除
雪
に
つ
い
て
は
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
そ
の

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
そ
の

他
の
業
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

他
の
業
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
別
途
料
金
が
か
か
り
ま
す
）

（
別
途
料
金
が
か
か
り
ま
す
）

※※  

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。
申
込
用

申
込
用

紙
は
、
あ
ん
し
ん
長
寿
課
（
福
祉

紙
は
、
あ
ん
し
ん
長
寿
課
（
福
祉

保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
ま
た
は
各
地

保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
ま
た
は
各
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付

け
て
い
ま
す
。

け
て
い
ま
す
。
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※ その他手当とは、扶養、通勤、住居、時間外勤務、管理職、宿日直、
寒冷地、特殊勤務の各手当で、児童手当、退職手当は含みません。

給与費総額　��13 億9,664 万 3千円
職員1人当たり　　����574 万 8千円

給料　8億 9,961 万 9 千円（64.41％）

期末・勤勉手当　3 億 4,807 万 5 千円（24.92％）

その他手当 ※1億4,894万9千円（10.66％）
7 級　部長・次長など 15 人（6.8％）
6 級　課長など　　     27 人（12.3％）
5 級　主幹など　　     15 人（6.8％）
4 級　副主幹　 　        27 人（12.3％）
3 級　主査　　　         68 人（30.9％）
2 級　主任　　　         26 人（11.8％）
1 級　主事　　　　     42 人（19.1％）

一般行政職員総数 ��220 人

※ 

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
：
国
家
公
務
員
の
給
与
を
１
０
０

と
し
た
場
合
の
給
与
水
準
を
示
し
た
も
の
で
す
。

勤務時間の状況

休暇制度等の状況
種類 内容

年次有給休暇 1年につき20日付与（残日数は20日を限度として
翌年に繰り越すことができる）

病気休暇 負傷または疾病により療養の必要があり、勤務し
ないことがやむを得ないと認められる場合（90日）

特別休暇 特別の事由により職員が勤務しないことが相当であ
る場合（出産休暇など）

介護休暇 配偶者、父母などの介護をするため、勤務をしない
ことが相当であると認められる場合

育児休業 該当となる子が3歳に達する日まで

週の勤務時間 始業時刻 終業時刻 休憩時間
38時間 45分

（1日7時間 45分×5日）
8時30分 17時15分 12時～13時

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A） 令和 3年度の人件費率
198 億1,616 万7千円 20億 9,326 万 7千円 10.6％ 11.6％

※人件費には、一般職、特別職の職員に支給する給与、報酬のほか、健康保険・年金・退職手当の負担金などが含まれています。

※ 窓口業務のある課などにおいては、必要に応じ特別の勤務時間などを定めてい
ます。

※ 給与とは、給料のほかに支給されている扶養手当、通勤手当、住居手当などの
諸手当を加えたものをいいます。

区分 平均給料 平均給与 平均年齢

一般行政職
鹿角市 310,780 円 359,524 円 41.4 歳
国 322,487 円 404,015 円 42.4 歳

市の給与・定員管
理などについては、
市ホームページで
公開しています→

区分 初任給 10年以上15年未満 15年以上20年未満 20年以上25年未満

一般行政職
大学卒 183,548 円（185,200 円） 256,792 円（293,083 円） 295,046 円（340,379 円） 337,970 円（372,161 円）

高校卒 151,714 円（154,600 円） 224,818 円（244,630 円） 271,206 円（283,104 円） 303,769 円（322,389 円）

扶養・通勤・住居手当の支給額
区分 内容 支給月額

扶養手当

配偶者　　　　　　　 6,500 円

子 10,000 円

父母など 6,500 円

16 歳から 22 歳（1 人につき） 5,000 円加算

通勤手当
交通機関利用者支給限度額 55,000 円

自動車等使用者支給限度額 31,600 円

住居手当 借家・借間支給限度額　　　 27,000 円

区分 支給総額 職員1人当たり支給年額
令和 4年度 6,178 万円 29万 3千円
令和 3年度 5,985 万円 27万 6千円

時間外勤務手当の支給額

区分
退職事由

自己都合 応募・定年

勤続年数

20年 19.6695 月分 24.586875 月分

25年 28.0395 月分 33.27075 月分

30年 34.7355 月分 40.80375 月分

35年 39.7575 月分 47.709 月分

最高限度額 47.709 月分 47.709 月分

1人当たり平均支給額※ 867 万 3 千円

退職手当の支給割合

※令和 4 年度に退職し手当を受けた職員の平均支給額です。

※１ 期末手当とは、民間企業における賞与に該当するものです。
※２   勤勉手当とは、一定期間内の勤務成績と勤務時間に応じて

支給されるものです。

区分 期末手当 勤勉手当 計 総支給割合
 6月期 1.175月分 0.925月分 2.1 月分

4.3月分
12月期 1.175月分 1.025月分 2.2 月分

期末（※1）・勤勉手当（※2）の支給割合

※（　）は国の数値です。

部門 令和４年 令和 5 年
議会・総務・税務 95 人 96 人

農水・労働・商工・土木 57 人 57 人

民生・衛生 52 人 51 人

教育 33 人 36 人

その他 （※） 31 人 30 人

計 268 人 270 人

※ 上下水道、国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療事業の
公営企業等会計部門の職員数です。

区分 支給額

職員全体に占める手当支給職員の割合 19.5％

支給職員1人当たり平均支給年額 7,224 円

感染症防疫作業に従事 1 日につき 300 円

うち新型コロナウイルス感染症に係る業務 1 日につき 3 千円
うち新型コロナウイルス感染症の患者に接触する
業務 1 日につき 4 千円

社会福祉業務に従事 1 日につき 300 円

保健師活動に従事 1 日につき 300 円

徴収業務に従事 1 日につき 300 円

塩素滅菌装置の取扱に従事 1 日につき 300 円

特殊勤務手当の支給額

主
な
手
当

鹿角市人事行政の運営等の状況の公表　
　

市
職
員
の
勤
務
条
件
や
給
与
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
市
職
員
の
給
与
は
、
国
や
他
の
地
方
公
共
団
体
と
の
均
衡
を

考
慮
し
、
市
議
会
の
審
議
を
経
て
市
の
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
令
和
４
年
度
の
※
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
97・２
で
す
。

令
和
５
年
度 

辞
令
交
付
式

給
与
と
定
員
管
理

鹿
角
市
職
員
の

6. 初任給、経験年数別・学歴別平均給料月額（令和 5年 4月 1日現在）

3. 職員給与費の状況（令和5年度一般会計当初予算）

1. 勤務条件（令和 5年 4月 1日現在）

2. 人件費の状況（令和 4年度決算より）

5. 平均給料・給与※月額・平均年齢（令和 5年 4月 1日現在）

7. 職員手当の状況（令和4年度）

8. 部門別職員数の推移（各年 4月 1日現在）
区分 給料（報酬）月額 期末手当

給料

市　長 822,000 円

6月期 1.6 月分
12 月期 1.6 月分

計　3.2 月分

副市長 652,000 円

教育長 576,000 円

報酬

議　長 401,000 円

副議長 362,000 円

議　員 342,000 円

9. 特別職の報酬等の状況（令和 5年 4月 1日現在）

4. 一般行政職の級別職員数の状況
　（令和 5年 4月 1日現在）
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かづの高校生広報室×大正大学
高校生ならではの視点で魅力を発信

今年度 3 回目の活動は、大正大学の学生とコラボして「若者が集まる場所と
その特徴がどのようなものか」を見つけに、花輪のまちなかへ行ってきました。

問政策企画課 政策推進班 ☎ 30-0205

　
10
月
14
日
に
、
大
正
大
学
と
の

コ
ラ
ボ
活
動
で
、
花
輪
の
ま
ち
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
若
者
が
集
ま
る
場
所
に
は
ど
の

よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
を
見
つ

け
る
べ
く
、
カ
フ
ェ
や
公
園
、
ミ

ッ
ト
プ
ラ
ザ
な
ど
に
立
ち
寄
り
ま

し
た
。
調
べ
た
と
こ
ろ
、
コ
モ
ッ

セ
や
ク
イ
ー
ン
な
ど
の
カ
フ
ェ
が
、

打
ち
上
げ
や
待
ち
合
わ
せ
、
休
憩

ス
ペ
ー
ス
な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ

て
お
り
、
価
格
帯
も
そ
れ
ほ
ど
高

く
な
か
っ
た
た
め
、
利
用
し
や
す

い
と
感
じ
ま
し
た
。（
ひ
か
）

　
今
回
は
、
花
輪
の
ま
ち
な
か
で

は
ど
の
よ
う
な
場
所
に
若
者
が
集

ま
る
の
か
、
大
学
生
の
み
な
さ
ん

と
実
際
に
調
査
し
て
き
ま
し
た
！

　
そ
の
後
、
立
地
や
時
間
帯
、
ジ

ャ
ン
ル
、
利
用
金
額
な
ど
、
い
く

つ
か
の
観
点
か
ら
調
査
箇
所
を
整

理
し
た
と
こ
ろ
、
喫
茶
店
な
ど
の

飲
食
店
は
複
数
あ
る
も
の
の
、
長

時
間
ゆ
っ
た
り
と
居
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
多

い
施
設
が
あ
ま
り
な
い
、
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
同
時
に
、
ま
ち
な
か
オ
フ
ィ
ス

な
ど
の
施
設
の
認
知
度
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
若
者
の
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
に
な
り
得
る
、
と
い

う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
見
も
出
ま
し

た
！
（
は
る
か
）

　
今
回
の
活
動
で
は
、
自
分
の
知

ら
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
知
る
こ

と
が
で
き
た
と
て
も
貴
重
な
時
間

で
し
た
。
お
昼
を
Ｔ
＆
Ａ
で
食
べ

ま
し
た
が
、
そ
こ
の
マ
ス
タ
ー
は

社
交
的
で
話
が
絶
え
ず
、
と
て
も

面
白
い
方
だ
っ
た
の
で
、
ま
た
訪

れ
た
い
と
思
い
ま
す
！
（
ひ
か
）

　
花
輪
高
校
に
通
う
私
に
と
っ
て

は
日
常
的
で
あ
る
花
輪
の
ま
ち
な

か
で
す
が
、
今
回
、
意
識
的
に
み

つ
め
る
こ
と
で
新
た
な
発
見
が
あ

り
、
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し

た
！
（
は
る
か
）

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
話
し
合
い

　
感
想

　10 月 20 日に市役所内で、大正大学生によ
る「交流型サード・プレイスによる賑わい創出
の可能性を探る」と題した研究成果の発表が行
われました。
　これは、鹿角キャンパス構想の一環で本市を
訪れていた、大正大学の学生が取り組んでいる
課題解決型のインターンシップによるもので、
市内の公共施設や企業などへ行って話を聞いた
り、市内で開催されるイベントに参加したりし
たほか、地元の高校生とフィールドワークを行
って本市の実態と課題を考え、まとめた結果を
発表したものです。
　そもそも、「サード・プレイス」とは何か。

本研究では、自宅をファースト・プレイス、学
校や職場をセカンド・プレイスと考えた上で、

「一個人としてくつろぐことのできる第 3 の居
場所」としています。
　発表では、サード・プレイスが成立するため
に必要な要素として、「学生が主体になれる、
たくさんの人と交流できる、高校生の自由度が
高い」の 3 つが挙
げられ、それらを
踏まえた上で「気
軽に立ち寄れる雰
囲気や環境が大切」
とまとめました。

若者向けのサード・プレイスが
成立するために必要な要素とは

研究成果を発表

大正大学	インターンシップ

高校生広報室がコラボしたフィールドワーク
も調査実績の１つとして発表されています！

高校生が市営住宅（毛馬内）
の見学に行ってきました！

市営住宅は、現在も入居者を募集し
ています。詳細は、17 ページの行
政インフォメーション「市営住宅の
入居者を募集」をご覧ください。

活動内容は、SNS でも随時
更新していきます。ぜひご覧
ください。

Instagram Facebook
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人が生まれながらに持っている権利

12 月４日～ 10 日は人権週間

　世界人権宣言が採択された「人権デー」の
12 月 10 日にあわせ、12 月４日㊊から 10 日
㊐は人権週間と定められています。
　人権擁護委員は、日頃皆さんが抱えている不
安や悩みを伺い、人権を守るために必要な手続
きのアドバイスを行っています。行政相談委員
と合同で総合相談所を開設していますので、お
気軽にご利用ください。
■人権擁護委員
　 畠山泰

た い

三
ぞ う

さん（八幡平）／安
あ ん べ

倍良
よ し

直
た だ

さん（八
幡平）／工藤トモ子さん（尾去沢）／岩舘裕

ゆ う

章
しょう

さん（花輪）／関真
ま す み

澄さん（花輪）／木村
智
と も こ

子さん（十和田）／沢
さ わ た

田正
ただし

さん（十和田）
／奈良明

あ き こ

子さん（十和田）
■総合相談（予約不要）　
▷日時　毎月第２火曜日　13 時 30 分～ 16 時
▷場所　市役所第３会議室（受付は生活環境課）

▷内容　いじめ、ＤＶ、行政への苦情　など
問生活環境課 コミュニティ推進班
　☎ 30-0202

行政 information行政 information

愛犬を守るために

狂犬病予防注射の接種をお忘れなく !!

　狂犬病予防注射は年 1 回の接種が義務付け
られています。狂犬病は、感染後、発症すると
治療することができませんが、予防注射を接種
することで発症を予防することができます。飼
い犬を狂犬病から守ることはもちろんのこと、
家族や近隣住民、他の動物への感染防止のため
にも、予防接種がまだの場合は、動物病院で必
ず実施してください。
　また、注射済票は、飼い犬へ装着することが
法律で義務づけられています。動物病院で接種
後、獣医師が交付する「狂犬病予防注射済証」
を市役所生活環境課へ持参し、注射済票の交付
を受けましょう。（手数料 550 円）
問生活環境課 環境推進班 ☎ 30-0224

新・毛馬内住宅、花輪駅西住宅

市営住宅の入居者を募集
　申込者が多数の場合は、抽選で入居者を決定
します。募集案内と申込書は都市整備課と各支
所・市民サービス窓口にあります。
■募集住宅

■入居要件　住宅に困っていること、
　　　　　　市税の滞納がないこと　など
■申込期限　12 月 15 日㊎
※受付は平日の 8 時 30 分～ 17 時 15 分

■抽選日　12 月 27 日㊌
問都市整備課 建築住宅班 ☎ 30-0266 ↑募集案内

 新・毛馬内住宅　
２LDK

（LDK13.85 畳・洋室６畳×２） ２戸（２階）

申込期限は令和６年１月 12日

令和６年度 奨学生募集

年末年始の受け付けについて

コンビニ交付が一時停止します

　年末年始は、マイナンバーカードを利用した
各種証明書コンビニ交付サービス（本籍地利用
登録申請を含む）を一時停止します。
■停止日　12 月 29 日㊎～令和６年１月３日㊌
問市民課 戸籍年金班 ☎ 30-0221

第８回かづの縁結び

スイーツブッフェ交流会
　スイーツブッフェを楽しみながら、素敵なご
縁を探してみませんか？
■日時　12 月 23 日㊏
　　　　13 時 15 分～ 17 時 30 分
■場所　感動 鹿角パークホテル
■参加資格　▷男性　満 25 歳以上～ 45 歳の
　市内在住または市内勤務の独身者で、事前オ
　リエンテーションに参加できる人　▷女性　
　満 20 歳以上の独身の人
■定員　各 25 人
■申込締切　12 月 12 日㊋　17 時
■申込方法　右の二次元コードから
男性向け事前オリエンテーション
■日時　12 月 14 日㊍　18 時 30 分～ 20 時
■場所　花輪市民センター 研修室（コモッセ内）

問政策企画課 政策推進班 ☎ 30-0205

■対象　
　 鹿角市民の子どもで、高校・高専・大学（短

大・専門学校含む）・大学院に在学または入学・
進学予定の人

■貸与額　
　高校・高専前期３年間→月額１万円
　大学・大学院・高専後期２年間→月額３万円
■申込期間　
　12 月４日㊊～令和６年１月 12 日㊎
■申込方法　総務学事課および各支所に備え付
　 けの申込書に必要事項を記入して、総務学事

課総務班に提出してください。
※申込書はホームページからもダウンロードできます。

※書類審査、本人面接により貸与を決定します。

問総務学事課 総務班 ☎ 30-0290

年末の交通安全運動

選挙管理委員会からのお知らせ

年末の運転には改めて注意 !!

「三ない運動」をご存じですか？

■年末の交通安全運動
▷期間　12 月 11 日㊊～ 20 日㊌
　この時期は路面の凍結や降雪による視界不良
が起こりやすいため、ドライバーの皆さんは冬
道に配慮した「時間・車間距離・心」にゆとり
ある安全運転を心がけましょう。また、シート
ベルト、チャイルドシートは危険から身を守る
命綱です。全ての座席で正しく着用しましょう。
■秋田県飲酒運転追放県民運動 強調期間
▷期間　12 月１日㊎～ 12 月 31 日㊐
　忘年会や帰省シーズンなど、お酒の席が増え
る時期です。酒気帯の有無について、運転前後
に運転手の状態をアルコール検知器または目視
などで確認しましょう。家庭・職場・地域が一
体となり、飲酒運転をしない、させない環境づ
くりを目指しましょう。
問生活環境課 環境推進班  ☎ 30-0224

　きれいな政治、選挙の公正の確保を目指すた
め「三ない運動（贈らない・求めない・受け取
らない）」を徹底しましょう。
　政治家が選挙区内の人にお金や物を贈ること
はもちろんのこと、有権者が政治家に寄附や贈
り物を求めることも公職選挙法により禁止され
ています。寄附禁止のルールを守って、明るい
クリーンな選挙を実現しましょう。
問選挙管理委員会事務局 ☎ 30-0285

所有者不明農地などへの対応を学ぶ

農業委員会セミナー
「どうする。この農地！」を開催します

■日時　令和６年１月 17 日㊌
　　　　13 時 30 分～ 16 時
■場所　花輪市民センター 講堂（コモッセ内）
■対象　どなたでも参加できます。
■申込方法　１月９日㊋までに、参加者名をご
　連絡ください。団体など複数人が参加する場
　合は団体名と参加人数をお知らせください。
■講演
▷講師　秋田地方法務局 大館支局
・所有者不明土地の解消に向けての民法などの
　一部改正について
・相続土地国庫帰属制度の創設と農地について
▷講師　( 公社 ) 秋田県農業公社
・農地中間管理事業と所有者不明農地の利活用
　について
問農業委員会事務局 ☎ 30-0283
　FAX22-2810 メール noui@city.kazuno.lg.jp

 花輪駅西住宅

2DK(DK 12.7 畳、洋室 5.9 畳、
洋室 6.7 畳 )　

１戸 (RC 棟 1 棟 6 階建・
オール電化 1階 ) 
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行政 information健康 information行政 informationけんこう information

○
日
時　
12
月
6
日
㊌

　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

○
場
所　
十
和
田
市
民
セ
ン
タ
ー

○�

講
師　
木
戸 

忠た
だ
と人 

氏
（
秋
田
労
災

病
院 

副
院
長
）、畠
山 

幸ゆ
き
や也 

氏
（
秋

田
労
災
病
院 

理
学
療
法
士
）

○
参
加
費　
無
料

○
申
込
期
限　
12
月
4
日
㊊

※ 

十
和
田
地
区
老
壮
学
園
以
外
の
人
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
す
こ
や
か
子
育
て
課 

健
康
づ
く
り
班

　
☎
30
‐
０
１
１
９

　
満
80
歳
以
上
の
在
宅
で
生
活
し
て
い

る
人
に
、
１
枚
５
０
０
円
の
タ
ク
シ
ー

券
を
、
１
カ
月
あ
た
り
２
枚
交
付
し
て

い
ま
す
。

　
対
象
者
で
、
ま
だ
交
付
を
受
け
て
い

な
い
人
は
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
代
理
申
請
も
可
能
で
す
）。

※ 

障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付

を
受
け
て
い
る
・
本
人
ま
た
は
同
居

し
て
い
る
家
族
が
自
動
車
を
使
用
し

て
い
る
・
介
護
保
険
施
設
な
ど
に
入

所
中
な
ど
の
場
合
は
対
象
外
で
す
。

問
あ
ん
し
ん
長
寿
課 

高
齢
者
支
援
班

　
☎
30
‐
０
２
３
４

　無料で参加できます。前日ま
でに、市民課国保医療班（☎ 30-
0222）または下記の二次元コード
から申し込みください。無料託児
を利用する人は、4 日前までに子
ども未来センター（☎ 30-0855）
へ申し込みください。どの教室に
参加する場合でも、水分補給の飲
料を忘れずにお持ちください。日
程や場所が変更になる場合は個別
に連絡します。

12 月の健康運動教室
12月の認知症カフェ

老若男女どなたでも無料で参加できます。
○時間　9 時 30 分～ 12 時 30 分

名称・連絡先 日にち 場所

オレンジカフェ 
しゃべり～な
☎ 30-0103

1 日㊎
文化の杜交流館
コモッセ こもれび広場
※令和 6 年 1月 5日㊎も実施

15 日㊎ 谷内地区市民センター

ユニバーサルカフェ
 Y

ゆ と り

UTORI　☎ 37-2088
4 日㊊ 大湯温泉保養センター 

湯都里
みんなのカフェ
モモちゃんカフェ
せきがみ　☎ 35-5556

15 日㊎ 寿光会 管理棟
※13 時30 分～16 時 30 分

ほっとな茶屋 
月山の郷　☎ 25-8022

17 日㊐ 月山の郷

まちっこカフェ
☎ 22-4080

18 日㊊ 多世代交流スペース
まちっこ

ぷら～っとカフェ
☎ 23-2165

21 日㊍ 社会福祉協議会

12 月の認知症サポーター養成講座

参加費無料、申込不要です。
問あんしん長寿課 介護予防班 ☎ 30-0103

場所 日にち 時間
十和田市民センター
視聴覚室

6 日㊌ 13 時 30 分～ 15 時

花輪市民センター
研修室（コモッセ内）

13 日㊌ 18 時 30 分～ 20 時
16日㊏ 10 時～ 11 時 30 分

○ココから体操教室（華美会）

　 8 日㊎ 10 時～／十和田市民センター／運動ぐつ
○ゆったりヨガ教室（くびれてみヨーガ）

　 8 日㊎ 10 時 15 分～／花輪市民センター（コモ
ッセ内）／ヨガマット、または大判バスタオル

○浅利ゆみ先生の健康体操教室（スマイル教室）

　12 日㊋ 13 時 30 分～／福祉保健センター
○ フィットネス教室ヨガ（ウインプルスポーツクラブ）

　 14 日㊍ 19 時～／福祉保健センター／タオル
○ ストレッチポール教室 （さんさんレディースクラブ）

　 18 日㊊ 10 時～／記念スポーツセンター／運
動ぐつ、①ストレッチポール、②ヨガマット

※①②は有料で貸出可。
○スローエアロビクス教室（ヘルスデザインクラブ）

　 20 日㊌ 10 時～／花輪市民センター（コモッ
セ内）／運動ぐつ

○ちょ筋ストレッチ教室 （ホリデーサークル）

　 24 日㊐ 10 時～／福祉プラザ／ヨガマット、
または大判バスタオル

12 月の献血車訪問 とき 受付時間 ところ

13 日㊌

11時～
11時 45 分

鹿角警察署
13 時～
13 時 45 分

14 時 45 分～
16 時 40 分 かづの厚生病院

※  400 ミリリットル
献血にご協力をお
願いします。

※ 新型コロナワクチン
を接種した人は、接
種後 48 時間を経過
していれば、献血が
可能です。

 

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

 

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

 
健
康
づ
く
り
講
演
会

「
腰
と
ひ
ざ
の
痛
み
に
つ
い
て
」

後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
診

　
後
期
高
齢
者
の
保
険
証
が
あ
る
人
は
、

無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。
市
内
歯
科
医

療
機
関
に
予
約
し
、
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

問
市
民
課 

国
保
医
療
班 

　
☎
30
‐
０
２
２
２

　
　

　
ナ
ト
カ
リ
比
（
塩
分
の
摂
取
状
況
）

や
骨
密
度
測
定
の
ほ
か
、
血
圧
や
「
ベ

ジ
メ
ー
タ
（
野
菜
〈
特
に
緑
黄
色
野

菜
〉
の
摂
取
状
況
）
の
測
定
」
も
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
今
回
は
食
生
活
改
善

推
進
員
に
よ
る
試
食
提
供
も
実
施
し
ま

す
。
申
込
不
要
で
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
、
自
身
の
食
生
活
や
身
体
の
状
態
を

「
見
え
る
化
」
し
、
生
活
習
慣
の
改
善

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

○
日
時　
12
月
12
日
㊋ 

　
　
　
　
13
時
30
分
～
14
時
30
分　

○
場
所　
八
幡
平
市
民
セ
ン
タ
ー

※ 

骨
密
度
測
定
は
、
右
足
く
る
ぶ
し
で

測
定
し
ま
す
の
で
、
素
足
に
な
り
や

す
い
服
装
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
確
定
診
断
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

み
そ
汁
で
の
塩
分
濃
度
測
定
を
希
望

す
る
人
は
、
容
器
に
入
れ
て
会
場
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課 

国
保
医
療
班 

　
☎
30
‐
０
２
２
２

　
手
首
を
使
っ
て
簡
単
に
測
定
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
受
診
を
希
望
す
る
人

は
、
す
こ
や
か
子
育
て
課
健
康
づ
く
り

班
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○�

日
に
ち　

 
令
和
6
年
2
月
19
日
㊊
、

20
日
㊋
、21
日
㊌

○
場
所　
か
づ
の
厚
生
病
院

○�

対
象　

今
年
度
中
に
40
・
45
・
50
・

55
・
60
・
65
・
70
歳
に
な
る
女
性

○�

料
金
　
１
０
０
０
円

○
申
込
期
限　
12
月
15
日
㊎

　　
歯
周
病
菌
は
、
口
の
中
の
粘
膜
な
ど

か
ら
血
流
に
乗
っ
て
全
身
に
運
ば
れ
、

心
臓
病
や
脳
卒
中
、
糖
尿
病
、
肺
炎
な

ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に

歯
周
病
検
診
を
受
け
て
、
口
の
中
の
状

態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
期
間　
令
和
６
年
２
月
29
日
㊍
ま
で

○
場
所　
市
内
歯
科
医
療
機
関
（
要
予
約
）

○�

対
象　
今
年
度
中
に
40
・
50
・
60
・

70
歳
に
な
る
人

○
料
金　
１
２
０
０
円

○
持
ち
物　
受
診
券
、料
金
、健
康
保
険
証

※ 

対
象
者
に
は
、
６
月
に
受
診
券
（
ハ

ガ
キ
）
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
受
診

券
が
手
元
に
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
す
こ
や
か
子
育
て
課 

健
康
づ
く
り
班

　
☎
30
‐
０
１
１
９

 

12
月
の
ナ
ト
カ
リ
比
２・０

 

作
戦
＆
骨
密
度
測
定
会

 

歯
周
病
検
診

 

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

↑申し込み
　はこちら

　自殺予防には、「気づく」、「声をかける」、「つなぐ」ゲートキーパー※の役割が重要です。身近な
人の「いつもと違う」を感じたら、声をかけ、傾聴し、必要に応じて専門機関につなぎましょう。
※ゲートキーパー：身近な人が発するサインに気づき、その人への声かけや、必要な支援先につなぐ役割を担う人

12月1日は、いのちの日です

① 家族や友人、職場の人の変化に気づく
　失業や引っ越し、家族との離別、健康の喪失な
ど、日常生活に変化があった時は、悩みの大きな要
因となります。また、いつもより元気がない、身な
りに気をつかわなくなった、イライラしている時は、
SOS のサインを発していることもあります。

②その人へ声をかける
　身近な人が悩んでいる姿を見かけたら、声をかけ
てみましょう。「いつもと何か違う気がする」「心配
なんだけど」と、相手の話をじっくり聴くことも大
切です。

③専門機関へつなぐ
　状況に応じて、早めに専門機関を紹介しましょう。
どこにつないだらいいかわからないときは、すこや
か子育て課健康づくり班（☎ 30-0119）にご相談
ください。

相談窓口として、以下をご利用ください。
相談は全て無料です。

〇テレフォン病院 24　
　　☎ 0120-959-783
　 「眠れなくて不安」以外にも、「何科を受

診すればよいか」「予防接種について知
りたい」などの質問に、医師や看護師な
どが 24 時間 365 日電話で対応します。

〇こころの個別相談　
　　☎ 30-0119（要予約）
　  対面で、臨床心理士と悩みについて　お

話しすることができます。本人だけでは
なく、ご家族など代理の人も相談できま
す。相談は、平日の 10 時～ 16 時の間
の１時間で、相談者に合わせて日時と場
所を調整します。
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行政 information子育て学び information

鹿
角
市
二
十
歳
の
つ
ど
い

案
内
状
の
発
送
に
つ
い
て

　
案
内
状
を
11
月
下
旬
に
発
送
し
て
い

ま
す
。
現
住
所
の
相
違
な
ど
で
案
内
状

が
届
か
な
い
人
が
い
ま
し
た
ら
、
生
涯

学
習
課
社
会
教
育
班
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
な
お
、
対
象
者
は
案
内
状
が
な

く
て
も
参
加
で
き
ま
す
。

○
日
時　
令
和
６
年
1
月
7
日
㊐

　
　
　
　
15
時
～

○
場
所　
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

　
　
　
　
文
化
ホ
ー
ル

○�

対
象　
平
成
14
年
４
月
２
日
～
平
成

15
年
４
月
１
日
生
ま
れ

市
民
と
プ
ロ
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
基
礎
・
初
級
編
）

成
果
発
表
会

「
と
な
り
の
赤
鼻
の
ト
ナ
カ
イ
く
ん
」

　
市
民
や
プ
ロ
の
俳
優
、
演
出
家
が
交

流
し
な
が
ら
作
っ
た
「
ク
リ
ス
マ
ス
に

ま
つ
わ
る
小
さ
な
お
は
な
し
」
を
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
入
場
無
料
で
、
ど

な
た
で
も
観
覧
で
き
ま
す
。

〇
日
時　
12
月
24
日
㊐

　
1
回
目　
11
時
30
分
（
開
場
11
時
）

　
2
回
目　
14
時
30
分
（
開
場
14
時
）

〇
場
所　
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

　
　
　
　
文
化
ホ
ー
ル

湖こ
な
ん南
を
知
る
会

○
日
時　
12
月
２
日
㊏　

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時　

○�

講
師　
安
保 

範の
り
こ子 

氏

○�

内
容　

明
治
35
年
～
明
治
40
年
に

父
・
十じ
ゅ
う
わ
ん湾（
調
一
）
か
ら
湖
南
へ
宛

て
た
書
簡
の
解
読
を
し
ま
す
。

※ 

年
末
年
始
は
、
12
月
29
日
～
１
月
３

日
ま
で
休
館
し
ま
す
。

体
験
学
習JO

M
O

ラ
ボ

「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
ろ
う
！
」

○
日
時　
12
月
3
日
㊐ 

10
時
～

○
場
所　

 

大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館 

縄
文
工
房

○�

内
容　
周
辺
に
あ
る
木
の
実
や
植
物

を
使
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
に
飾
る
リ
ー

ス
を
作
り
ま
す
。

○�

定
員　
15
人
（
要
申
込
・
先
着
順
）

○
参
加
費　
５
０
０
円

特
別
展
示
「
百
人
一
首
献け
ん
が
く額

」

○
日
時　
12
月
19
日
㊋
～

　
　
　
　
令
和
6
年
2
月
18
日
㊐

○�

場
所　
特
別
展
示
室

２
０
２
３
か
づ
の
未
来
塾
～
冬
～

　
冬
休
み
の
課
題
や
学
習
に
不
安
の
あ

る
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
学
習
の

場
「
か
づ
の
未
来
塾
」
を
開
設
し
ま
す
。

地
域
住
民
が
先
生
と
な
っ
て
勉
強
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

○
時
間　
9
時
30
分
～
11
時
30
分

※
全
日
程
共
通
で
す
。

○
対
象　
市
内
小
・
中
学
生

※
要
申
込
・
先
着
順
。

○�

内
容
　
百
人
一
首
と
鹿
角
の
カ
ル
タ

の
歴
史
や
、
毛
馬
内
月
山
神
社
と
全

国
各
地
に
伝
わ
る
珍
し
い
百
人
一
首

献
額
を
紹
介
し
ま
す
。

は
な
わ
ん
こ
の
あ
き
た
未
来
塾

「�

コ
モ
ッ
セ
ウ
イ
ン
タ
ー
デ
コ
レ
ー
シ

ョ
ン
～
コ
モ
ッ
セ
を
か
ざ
っ
ち
ゃ
お

う
！
～
」

○
日
時　
12
月
10
日
㊐

　
　
　
　
９
時
30
分
～
11
時
30
分

○
場
所　
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

　
　
　
　
こ
も
れ
び
広
場
、

　
　
　
　
花
輪
図
書
館 

児
童
室

　
　
　
　
（
コ
モ
ッ
セ
内
）

○�

内
容　
冬
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
飾
り
を
作

り
、
コ
モ
ッ
セ
の
天
井
に
つ
る
し
ま
す
。

○�

対
象　
市
内
小
・
中
学
生

○
定
員　
20
人
（
要
申
込
・
先
着
順
）

○
参
加
費　
無
料

は
な
わ
ん
こ
の
お
は
な
し
会
ス
ペ
シ
ャ
ル

「
は
な
わ
ん
こ
サ
ン
タ
を
さ
が
せ
！
」

○
日
時　
12
月
23
日
㊏ 

９
時
～
12
時

○�

場
所　

 

児
童
室
（
コ
モ
ッ
セ
内
）

○
対
象　
未
就
学
児
・
小
学
生
と

　
　
　
　
そ
の
家
族

○�

内
容　
ク
リ
ス
マ
ス
に
ま
つ
わ
る
読

み
聞
か
せ
や
、
本
棚
に
隠
れ
て
い
る

「
は
な
わ
ん
こ
サ
ン
タ
」
を
探
す
ゲ

ー
ム
に
挑
戦
し
ま
す
。

　
花
輪
・
十
和
田
図
書
館

　
「
本
の
お
歳
暮�

歳
末
大
貸
出
し
！
」

　
　
貸
出
冊
数
が
無
制
限
に
な
り
ま

　
す
の
で
、
年
末
年
始
の
長
期
休
み

　
に
、
た
っ
ぷ
り
読
書
に
親
し
ん
で

　
く
だ
さ
い
。

　
○
期
間　
12
月
16
日
㊏
～
28
日
㊍

ト
ワ
ダ
ッ
ク
の

わ
く
わ
く
ク
リ
ス
マ
ス
工
作
会

○
日
時　
12
月
3
日
㊐ 

　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

○
場
所　
２
階 

講
座
室

○�

内
容　
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
を
作
り
、

ツ
リ
ー
や
移
動
図
書
館
車
に
飾
り
つ

け
ま
す
。

○�

対
象　
市
内
小
・
中
学
生

○
参
加
費　
無
料

ト
ワ
ダ
ッ
ク
の

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

○
日
時　
12
月
24
日
㊐ 

10
時
～
11
時

○
場
所　
2
階 

講
座
室

○�

内
容　
ク
リ
ス
マ
ス
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
と
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
行
い

ま
す
。

T

ト

ワ

ダ

ow
ada�G

ギ
ャ
ラ
リ
ー

allery

第
92
弾

「
わ
く
わ
く
ク
リ
ス
マ
ス
展
示
」

○
日
時　
12
月
6
日
㊌
～
24
日
㊐

○
場
所　
2
階 

講
座
室

○�

内
容　
ク
リ
ス
マ
ス
工
作
会
で
作
っ

た
ア
ド
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
や
小
物

を
展
示
し
ま
す
。

郷
土
を
語
る
会

○
日
時　
12
月
15
日
㊎ 

14
時
～
16
時

○
場
所　
2
階 

講
座
室

○
講
師　
阿
部 

正ま
さ
き記 

氏

○�

内
容　
「
秋
田
戦
地
日
記
」
を
読
み

進
め
ま
す
。

Ｊ
＆
Ｂ
の
会
「
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ッ
プ

ケ
ー
キ
作
り
＆
ふ
れ
あ
い
遊
び
」

○
日
時　
12
月
5
日
㊋ 

10
時
～
13
時

○
場
所　

 

花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

和
室
、

調
理
室
（
コ
モ
ッ
セ
内
） 

○�

対
象　
子
育
て
に
関
心
の
あ
る
市
内

の
祖
父
母
世
代
の
人

○�

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
上

履
き
（
ス
リ
ッ
パ
な
ど
）、
マ
ス
ク

○
定
員　
15
人
（
要
申
込
・
先
着
順
）

○
参
加
費　
３
０
０
円

※
無
料
託
児
あ
り
。
要
予
約
。

 

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ 

 

☎
30
‐
１
５
０
４ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
23
‐
５
７
４
０

Café

＆
あ
の
ね
の
日

　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
師
・
栄
養
士
）

○
日
時　
12
月
７
日
㊍ 

　
　
　
　

C
afé

→
10
時
～

　

    　

  

あ
の
ね
の
日
→
10
時
～
12
時

　
　
　
　
（
受
付
は
11
時
ま
で
）

○
場
所　
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
、

　
　
　
　
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

和
室

　
　
　
　
（
コ
モ
ッ
セ
内
）

○
対
象　
市
内
未
就
学
児
と
そ
の
家
族

○
持
ち
物　
母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

コ
モ
ッ
セ
Ｄ
Ｅ
く
す
く
す

「�

あ
わ
て
ん
ぼ
う
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

が
や
っ
て
く
る
♪
く
す
く
す
ク
リ
ス

マ
ス
会
」

○
日
時　
12
月
17
日
㊐ 

10
時
30
分
～

　
　
　
　
12
時
（
開
場
10
時
）

○
場
所　

 

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

　
　
　
　
文
化
ホ
ー
ル

○
対
象　
市
内
未
就
学
児
と
そ
の
家
族

○
定
員　
１
２
０
人
（
要
申
込
）

○
参
加
費　
無
料

とき 内容 対象 受付開始

6 日㊌ 3 ～ 4 か月児健診 令和 5 年 8 月生
12 時 45 分

15 日㊎ 3 歳児健診 令和 2 年 8 月 16 日～ 9 月 26 日生

20 日㊌ 乳児相談（４～５か月児）令和５年 7 月生 ９時 45 分

21 日㊍ 1 歳 6 か月児健診 令和 4 年 4 月 8 日～ 4 月 30 日生 12 時 45 分

※ 体調不良や 12月の参加が難
しい場合はご相談ください。

問子育て世代包括支援窓口
　（P

ピ ケ

IKE★ P
ピ ケ

IKE） ☎ 30-0265

 

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー

 　
　
　
　
　
　
☎
30
‐
０
８
５
５

 

先
人
顕
彰
館 

☎
35
‐
５
２
５
０

 

大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館

 　
　
　
　
　
　
☎
37
‐
３
８
２
２

 

十
和
田
図
書
館 

☎
35
‐
３
２
３
９

乳幼児の健診カレンダー（場所：福祉保健センター）

 

花
輪
図
書
館 

☎
23
‐
４
４
７
１

 
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
　
　
　
　
　
　

   

☎
22
‐
７
２
８
８

 
生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
班 

　
　
　
　
　
　
　

   

☎
30
‐
０
２
９
２

実施日 場所 定員

26 日㊋ 花輪市民センター 研修室 1・2（コモッセ内）
30 人

27 日㊌ 尾去沢小学校

28 日㊍
十和田図書館 講座室 20 人令和 6 年

1 月 4 日㊍
令和 6 年
1 月 5 日㊎ 八幡平市民センター 研修室・視聴覚室・和室

30 人
令和 6 年
1 月 6 日㊏ 花輪市民センター 研修室 1・2（コモッセ内）

　
登
校
中
の
子
ど
も
た
ち
に
「
お
は
よ

う
」「
気
を
つ
け
て
ね
」
な
ど
の
声
か

け
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
日
時　
5
日
㊋ 

7
時
15
分
～
8
時

12
月
の
声
か
け
運
動

2023年 12月号21 KAZUNO CITY 2023年 12月号 20KAZUNO CITY



皆さんからのお知らせを掲載します。
○提出締切　発行前月の８日
○提出先　政策企画課　FAX 30-1122
　E-mail seisaku@city.kazuno.lg.jp
※依頼原稿は必ず掲載されるとは限りません。
　あらかじめ了承ください。

情報の広場ご
み
収
集
・
ご
み
焼
却
場
・

破
砕
処
理
場
（
持
込
受
付
）

○
休
業
日　
12
月
31
日
㊐
～

　
令
和
６
年
1
月
３
日
㊌

※
ご
み
は
次
の
収
集
日
ま
で
自
宅

　
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
集
積

　
所
に
は
、
収
集
日
の
午
前
8
時

　
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

鹿
角
広
域
行
政
組
合　

　
☎
22
‐
２
６
１
１

し
尿
汲
み
取
り

○
休
業
日　
12
月
30
日
㊏
～

　
令
和
６
年
1
月
３
日
㊌

※
年
末
年
始
の
し
尿
汲
み
取
り
は

　
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
早
め
に

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

問 

鹿
角
衛
生
協
業
組
合　

　
☎
23
‐
７
５
０
１

　
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に

な
る
と
、
水
道
管
が
凍
結
し
破
裂

す
る
こ
と
が
あ
り
、
修
理
に
費
用

が
か
か
る
上
、
漏
水
に
よ
り
水
道

料
金
が
高
額
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
蛇
口
や
水
抜
き
栓
の
操
作

を
適
切
に
行
い
、
水
道
管
の
凍
結

や
破
裂
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。な
お
、

水
道
管
が
凍
結
し
た
場
合
は
、
市

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
修

理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
鹿
角
市
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー

　
☎
30
‐
０
２
７
３

　
相
続
登
記
の
申
請
義
務
化
、
自

筆
証
書
遺
言
に
つ
い
て
の
セ
ミ

ナ
ー
と
、
司
法
書
士
に
よ
る
相
続

登
記
に
つ
い
て
の
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

○
日
時　
12
月
14
日
㊍

①
13
時
～
14
時 

相
続
セ
ミ
ナ
ー

②
14
時
～
17
時 

相
続
登
記
相
談
会

○
場
所　
交
流
セ
ン
タ
ー

○
定
員　
①
20
人　
②
10
人

※
ど
ち
ら
も
事
前
予
約
制
で
先
着

　
順
。
参
加
費
無
料
。

問
秋
田
地
方
法
務
局 

大
館
支
局

　
☎
０
１
８
６
‐
42
‐
６
５
１
４

※ 12 月 25 日㊊は、固定資産税 第３期、国民健康保険税 第６期の納期限です。

「
恋
す
る
鹿
角
り
ん
ご
祭
り
」

　
鹿
角
産
リ
ン
ゴ
の
販
売
（
単
品

販
売
）
や
贈
答
用
受
付
、
リ
ン
ゴ

の
お
菓
子
・
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
加
工

品
の
販
売
会
を
行
い
ま
す
。

〇
日
時　
12
月
2
日
㊏
、
3
日
㊐

　
　
　
　
10
時
～
16
時

「
愛
犬
と
一
緒
に
一
足
早
い
年
越

し
イ
ベ
ン
ト
＆
花
火
大
会
」

　
12
月
6
日
「
戌い

ぬ

の
日
」
に
、
佐

多
六
と
シ
ロ
の
物
語
を
発
信
し
て

い
る
佐
多
六
神
社
で
、
愛
犬
と
一

緒
に
過
ご
す
年
越
し
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
後
に
は

大
曲
の
花
火
師
に
よ
る
花
火
大
会

も
開
催
し
ま
す
。

〇
日
時　
12
月
6
日
㊌

　
年
越
し
イ
ベ
ン
ト　
17
時
～　

　
花
火
大
会　
18
時
～

※
悪
天
候
の
場
合
、
花
火
大
会
は

　
9
日
㊏
に
変
更
し
ま
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
公
式
イ

　
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
確
認
し
て
く

　
だ
さ
い
。

問
道
の
駅
お
お
ゆ

　
☎
22
‐
４
１
８
４

　
毎
年
12
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ

ズ
デ
ー
」
で
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
）
は
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
よ
り
、
エ
イ
ズ

の
発
症
や
他
者
へ
の
感
染
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
、
相
談
は
匿
名
・

無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
実
施
日　
毎
月
第
３
水
曜
日

○
場
所　
大
館
保
健
所

※
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

問
大
館
保
健
所 

健
康
予
防
課

　
☎
０
１
８
６
‐
52
‐
３
９
５
２

　
放
送
大
学
は
、
２
０
２
４
年
４

月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
３
０
０
以
上
の
幅
広
い
授
業
科

目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
資
料
を
無
料
で

差
し
上
げ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
出
願
期
間
（
第
１
回
）

　
令
和
６
年
２
月
29
日
㊍
ま
で

※
第
２
回
は
３
月
12
日
㊋
ま
で
。

問
放
送
大
学
秋
田
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
８
‐
８
３
１
‐
１
９
９
７

　
西
山
農
免
道
路
は
、
急
こ
う
配

や
カ
ー
ブ
が
多
く
、
冬
期
間
は
危

険
な
た
め
、
通
行
止
め
と
な
り
ま

す
。
道
路
に
雪
が
な
く
て
も
通
行

し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

花
軒
田
や
曲
沢
へ
行
く
際
は
、

久
保
田
橋
を
渡
っ
た
直
後
に
右
折

し
て
、
市
道
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○�

通
行
止
め
期
間
　
12
月
1
日
㊎

～
令
和
6
年
3
月
31
日
㊐
ま
で

問
農
地
林
務
課 

農
地
整
備
班

　
☎
30
‐
０
２
４
６

　
国
際
交
流
協
会
で
は
、
外
国
語

の
手
紙
の
翻
訳
、
外
国
人
と
交
流

す
る
た
め
の
通
訳
な
ど
、
助
け
を

必
要
と
し
て
い
る
人
と
登
録
者
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
お
り
、
翻

訳
・
通
訳
な
ど
外
国
語
で
協
力
で

き
る
人
の
登
録
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
登
録
フ
ォ
ー
ム
（
左
の
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
入
力
い
た
だ
き
、
後

日
当
協
会
と
の
面
談
の
上
、
登
録

と
な
り
ま
す
。

問
鹿
角
国
際
交
流
協
会

　
☎
23
‐
６
６
２
０

　

 (

月
～
土
曜 

　
　
10
時
～
18
時) 

　
メ
ー
ル
：kia@

ink.or.jp

　
鹿
角
市
日
本
語
教
室
は
第
1
・

3
土
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

12
月
か
ら
開
催
場
所
を
変
更
し
て

い
ま
す
。

○
変
更
後
の
開
催
場
所

・
第
１
土
曜
日

　
→
十
和
田
市
民
セ
ン
タ
ー　

・
第
３
土
曜
日

　
→
鹿
角
市
交
流
セ
ン
タ
ー　

※
時
間
は
ど
ち
ら
も
９
時
30
分
～

　
11
時
30
分
で
す
。

問
鹿
角
市
国
際
交
流
協
会

　
☎
２
３
‐
６
６
２
０

　
Ｍ
Ⅰ
Ｔ
プ
ラ
ザ
常
設
の
グ
ラ
ン

ド
ピ
ア
ノ
「Y

ヤ

マ

ハ

A
M

A
H

A
-C

6L

」

を
使
用
し
て
、
一
般
参
加
者
に
よ

る
リ
レ
ー
方
式
の
ピ
ア
ノ
・
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
入
場
無
料

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。
※
出
演
の
応
募
は
終
了
し
て

い
ま
す
。

○
日
時　
12
月
３
日
㊐

　
　
　
　
10
時
～
12
時
（
予
定
）

○
場
所　
Ｍ
Ⅰ
Ｔ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
百
人
ホ
ー
ル

問
Ｍ
Ⅰ
Ｔ
プ
ラ
ザ
（
鹿
角
市
交
流

　
プ
ラ
ザ
）
☎
30
‐
０
５
０
０

水
道
管
の
凍
結
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

道
の
駅
お
お
ゆ

イ
ベ
ン
ト
情
報

無
料
・
匿
名
で
で
き
ま
す

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
、
相
談

路
線
バ
ス
の

冬
休
み
特
別
運
賃

○
日
時　
12
月
28
日
㊍ 

13
時
～

○
講
師　
上
村 

郁い
く
こ子 

氏

○
場
所　
北
部
シ
ル
バ
ー
エ
リ
ア

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

会
議
室

○
料
金　
４
千
円

○
持
ち
物　
花
ば
さ
み
、
工
作
ば

　
さ
み
、
エ
プ
ロ
ン

○
定
員　
先
着
5
人

○
申
込
期
限　
12
月
21
日
㊍

問
北
部
シ
ル
バ
ー
エ
リ
ア

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
８
６
‐
47
‐
７
０
７
０

　

令
和
５
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
に
当
た
り
、
大
館
税
務
署
で

は
、
農
業
所
得
の
あ
る
白
色
申
告

者
を
対
象
に
農
業
所
得
収
支
計
算

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
12
月
14
日
㊍

　
　
　
　
10
時
～
12
時

○
場
所　
大
館
市
立
中
央
公
民
館

問
大
館
税
務
署 

個
人
課
税
部
門

　
☎
０
１
８
６
‐
42
‐
０
６
７
１

　
（
内
線
43
）

※
音
声
案
内
で
２
番
を
選
択
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　
服
装
、
水
や
菓
子
な
ど
の
行
動

　
食
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
、
ス
ト
ッ
ク

○
レ
ン
タ
ル
料

　
ス
ノ
ー
ブ
ー
ツ　
５
０
０
円
、

　
ウ
ェ
ア
上
下　
３
千
円
、

　
手
袋　
５
０
０
円

※
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
と
ス
ト
ッ
ク
は

　
レ
ン
タ
ル
無
料
で
す
。

○
申
込
期
限　
12
月
17
日
㊐

※
天
候
そ
の
他
理
由
に
よ
り
、
コ

　
ー
ス
の
変
更
や
イ
ベ
ン
ト
が
中

　

止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
中
止
と
な
る
場
合
の
み
、
前
日

　
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

※
発
熱
・
せ
き
・
の
ど
の
痛
み
な

　
ど
の
症
状
が
出
た
場
合
は
、
参

　
加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
（
一
財
）
自
然
公
園
財
団

　

 

八
幡
平
支
部 

☎
25
‐
８
８
４
６

　
（
平
日
９
時
～
17
時
）

□出張年金相談（鷹巣年金事務所）
　 相 談 日： ６ 日 ㊌、13 日 ㊌、20 日

㊌、27 日㊌／場所：市役所第１・
２会議室／時間：９時 30 分～ 12
時、13 時～ 15 時 30 分 

※ 前日までに予約が必要です。基礎年
金番号の分かる年金手帳などを準備
してお電話ください。

問鷹巣年金事務所 ☎ 0186-62-1490

□無料総合相談（人権擁護委員・行政相談委員）

　 相談日：12 日㊋／場所：市役所第
３会議室 ／時間：13 時 30 分～ 16
時　※予約不要です。

問生活環境課 コミュニティ推進班 
　☎ 30-0202

□無料相続・登記相談（司法書士）
　 相談日：19 日㊋／場所：交流セン

タ ー ／ 時 間：13 時 30 分 ～ 15 時
30 分／担当：工藤 渉 司法書士

※前日までに予約が必要です。
問消費生活センター ☎ 30-0258

□無料弁護士相談（秋田弁護士会）
  　 相談日：14 日㊍、28 日㊍／場所：

交流センター／時間：13 時 30 分
～ 16 時／担当：14 日→山口 謙治 
弁護士、28 日→緑川 正樹 弁護士

※両日とも前日までに予約が必要です。
問消費生活センター ☎ 30-0258

12月の相談日程

相
続
セ
ミ
ナ
ー
・

相
続
登
記
相
談
会

放
送
大
学

入
学
生
を
募
集

ご
み
収
集
・
し
尿
汲
み
取
り

年
末
年
始
の
休
業
日

農
業
所
得
収
支
計
算

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

お
正
月
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

通
訳B

バ

ン

ク

A
N
K

に

ご
登
録
く
だ
さ
い

日
本
語
教
室
の
開
催
場
所
が

変
更
さ
れ
ま
す

第
17
回
ピ
ア
ノ
演
奏

R

リ

レ

ー

elay

　
秋
北
バ
ス
で
は
、
冬
休
み
期
間

中
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
路
線

バ
ス
を
特
別
運
賃
で
運
行
し
ま
す
。

○
期
間　
12
月
26
日
㊋
～

　
令
和
６
年
１
月
14
日
㊐

○
運
賃　
１
回
の
乗
車
に
つ
き

・
小
学
生
５
０
円

・
中
学
生
１
０
０
円

※
高
速
バ
ス
、
空
港
リ
ム
ジ
ン
バ

　
ス
は
除
き
ま
す
。
支
払
い
は
現

　
金
払
い
に
限
り
ま
す
。

問
秋
北
バ
ス
㈱ 

花
輪
営
業
所　

　
☎
23
‐
２
１
８
３

八
幡
平
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
体
験

　

冬
し
か
見
ら
れ
な
い
雪
の
造

形
、
動
物
の
痕
跡
や
植
物
の
冬
越

し
の
様
子
を
楽
し
め
ま
す
。
真
冬

で
も
、
も
う
も
う
と
噴
気
の
上
が

る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
「
大
湯
沼
」

へ
ご
案
内
し
ま
す
。

○
日
時　
12
月
24
日
㊐

　
　
　
　
９
時
30
分
～
11
時
30
分

○
集
合
場
所　
後
生
掛
温
泉
食
堂

　
　
　
　
　
　
「
ご
し
ょ
カ
フ
ェ
」

※
受
付
開
始
は
９
時
15
分
で
す
。

　
時
間
前
に
カ
フ
ェ
内
に
入
ら
な

　
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
定
員　
先
着
10
人

○
参
加
費　
大
人　
２
千
円

　
中
学
生
以
下　
５
０
０
円

○
持
ち
物　
冬
山
歩
き
に
適
し
た

公式→
　インスタグラム

西
山
農
免
道
路

冬
期
間
の
通
行
止
め
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カーボンニュートラル推進マネージャーが
着任しました

　10 月 1 日からゼロカーボ
ン推進室にカーボンニュート
ラル推進マネージャーとして、
前原充

みつひろ

宏さんが着任しました。
　前原さんは、電力会社、国
際協力機構（JICA）、環境省などで、エネルギー
や環境に係るさまざまな業務経験があり、脱炭素
の活動により地域を元気にしたいと考えています
ので、前原さんとともに、ゼロカーボンシティの
実現を目指します。
　ゼロカーボンシティに関する出前講座も受け付
けていますので、ぜひお申し込みください。
○前原マネージャーより
　鹿角市には自然、産業、文化などに多くの魅力
があるので、その魅力を活かしつつ鹿角市の脱炭
素化に取り組んでいきます。

問 産業活力課 ゼロカーボン推進室 ☎ 30-0249 今日から始める脱 炭素
decarbonization

第４回鹿角市カーボンニュートラル市民講座

　「生物多様性」という言葉を知っていますか？
　地球温暖化が進むことで、暑さに耐えられなか
った時、生き物が鹿角からいなくなってしまうか
もしれません。なぜ、生物多様性が重要であるの
か、国際的な生物多様性の議論をリードする専門
家が講演します。ぜひ、ご参加ください。
■会場　交流センター 第１研修室
■日時　12 月 22 日㊎　 10 時～ 11 時 30 分
■参加費　無料
■講師　
・MS&AD インターリスク総研㈱
  基礎研究部 基礎研究グループ 
  フェロー  原口 真

まこと

 氏
・㈱ 国立リベラルアーツ 
  代表取締役 三輪 純

じゅんぺい

平 氏

間
や
子
ど
も
が
寝
た
後
に
大
急
ぎ
で
飾

り
つ
け
を
し
ま
す
。
そ
し
て
、
い
つ
も

の
居
間
に
突
然
現
れ
た
き
れ
い
な
ツ

リ
ー
と
た
く
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
、

子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
し
ま
す
。

　
こ
こ
で
告
知
で
す
が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
ク
リ
ス
マ
ス
文
化
を
紹
介
す
る
オ
ン

ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。 

12
月
16
日
㊏
の
15
時
か
ら
16
時
ま
で
、

花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー
（
コ
モ
ッ
セ
内
）

の
創
作
室
で
行
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
、
ま
た

は
鹿
角
国
際
交
流
協
会
（
☎
23
‐

６
６
２
０
）
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
習
慣
に
つ

い
て
日
本
と
の
違
い
を
紹
介
し
ま
す
。

　
一
つ
目
で
す
が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で

は
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は
24
日
に
来
ま

せ
ん
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
で
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
は
聖
ミ
ク
ラ
ー
シ
ュ
と
言

い
、
12
月
６
日
が
彼
の
祭
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。
前
日
の
夜
に
子
ど
も
た

ち
は
ブ
ー
ツ
を
き
れ
い
に
掃
除
し
、

そ
れ
を
窓
辺
や
玄
関
に
置
き
ま
す
。

翌
朝
、「
良
い
子
」
に
は
お
菓
子
な

ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
、「
悪
い
子
」

に
は
小
さ
な
ほ
う
き
が
ブ
ー
ツ
の
中

に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

に
つ
い
て
で
す
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
多

く
の
家
庭
で
は
、
本
物
の
モ
ミ
の
木

を
購
入
し
て
飾
り
ま
す
。
小
さ
な
子

ど
も
が
い
る
家
庭
で
は
、
親
が
子
ど

も
に
「
ツ
リ
ー
は
神
様
か
ら
の
贈
り

物
だ
よ
」
と
教
え
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
家
族
全
員
で
の
飾
り
つ
け
は
し

ま
せ
ん
。
親
は
子
ど
も
に
見
つ
か
ら

な
い
よ
う
、
祖
父
母
に
預
け
て
い
る

インスタグラム公開中　　　　　　　　ぜひご覧ください。Sopron noteSopron noteショプロン　　ノートショプロン　　ノート

　
鹿
角
市
出
身
。
花
輪
高
等
学
校
卒
業
後
、
獨
協
大
学
外
国
語
学
部
に
入
学
。

　
鹿
角
市
出
身
。
花
輪
高
等
学
校
卒
業
後
、
獨
協
大
学
外
国
語
学
部
に
入
学
。

ド
イ
ツ
語
専
攻
。
新
潟
県
で
地
域
国
際
交
流
協
会
に
従
事
す
る
な
ど
、
豊
富
な

ド
イ
ツ
語
専
攻
。
新
潟
県
で
地
域
国
際
交
流
協
会
に
従
事
す
る
な
ど
、
豊
富
な

国
際
交
流
活
動
の
経
験
を
活
か
し
、
日
本
語
語
学
指
導
員
に
就
任
。

国
際
交
流
活
動
の
経
験
を
活
か
し
、
日
本
語
語
学
指
導
員
に
就
任
。

日
本
語
語
学
指
導
員
現
地
レ
ポ
ー
ト

第第
1212
代
日
本
語
語
学
指
導
員
　堀

代
日
本
語
語
学
指
導
員
　堀  

縁
さ
ん

縁
さ
ん地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用

し
、
八
幡
平
の
熊
沢
自
治
会
が
エ
ア
コ

ン
や
ス
ト
ー
ブ
、
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
備

品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
購
入
し
た
備
品
は
自
治
会
活
動
で
活

用
さ
れ
、
今
後
、
活
動
が
さ
ら
に
活
発

に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
宝

く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
や
集

会
施
設
の
整
備
、
安
全
な
地
域
づ
く
り

と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
文
化
へ

の
支
援
や
地
域
の
国
際
化
の
推
進
、
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
な
ど
に
対
し
て
助

成
を
行
い
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
で
、
地
域

社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向

上
に
寄
与
す
る
た
め
の
事
業
で
す
。

宝くじ助成で備品を整備しました！ 問�生活環境課�コミュニティ推進班�☎ 30-0202

地元企業を紹介

会社概要　鹿角市を中心に、県北地域で福祉事業を行っています。
「笑顔とありがとうの心で地域福祉を創造します」を経営理念に掲げ、
高齢者福祉・障害者福祉・障害児福祉の3つの事業を展開しています。
職員数は600人を超え、10代～80代まで幅広い年代の人が働いてい
ます。子の看護休暇や介護休暇などが充実していて、休暇が取得し
やすい職場です。他にも地域貢献として初任者研修や介護福祉士実
務者研修を法人で開催し、介護人材の育成にも力を入れています。

代表から　当法人では職員を貴重な財産と考え、「働いて
良かった」と思える職場づくりに取り組んでいます。階層
別研修によるスキルアップを促し、エルダーメンター制度
や１

ワ ン オ ン ワ ン

on１ミーテイングを取り入れ、上司と部下との対話
を増やすことで意欲をもって仕事ができる環境づくりに力
を入れています。誰にでも笑顔で優しく接することができ
る方をお待ちしています。

社会福祉法人�花輪ふくし会

グッジョブグッジョブ  鹿角鹿角

理事長
松浦 勉

つとむ
 さん

所在地：花輪字案内 63 番地 1 　設立：昭和 40 年
電話：22-4000 ホームページ：https://a-hanawafukushikai.jp

生活支援員　池田	彩
さ き

姫	さん
利用者さまと毎日笑顔の絶え
ない職場で働いています。

若手社員の

会社自慢

熊沢自治会

（　　　　　　　　　　　　）

ジンジャーブレッドを作りました

原口氏 

三輪氏
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みんなで
広めよう！

いつでも、どこでも、ひとりでもできる
介護予防体操を紹介します。

問 あんしん長寿課 介護予防班 ☎ 30-0103

日にち 場所
１日㊎、15 日㊎ 大湯温泉保養センター 湯都里
４日㊊、21 日㊍ 尾去沢市民センター
７日㊍、20 日㊌ 福祉保健センター

12 日㊋、26 日㊋ 十和田市民センター
14 日㊍、28 日㊍ 八幡平市民センター

体操の
動画は
こちら→

シルバーリハビリ体操

モデル：関 義
よ し の り

則さん
（シルバーリハビリ体操 2 級指導士）

ECO&LIFE問 生活環境課 環境推進班 ☎ 30-0224

股関節の柔軟性を
高める・腰痛予防

おお足足
あしさまあしさま

様様

今月のシルリハ体操教室　13時30分～14時30分

　
油
の
流
出
は
、
火
災
発
生
の
危

険
性
が
あ
る
ほ
か
、
周
囲
へ
の
臭

気
や
土
壌
汚
染
、
河
川
に
流
出
し

た
場
合
は
水
の
濁
り
に
よ
る
水
道

水
の
断
水
な
ど
の
事
態
に
発
展
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
油
の
流
出
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
冬
を
迎
え
る
前
に

　
暖
房
機
器
や
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の

整
備
不
良
な
ど
に
よ
る
油
の
流
出

事
故
が
起
き
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
暖
房
機
器
を
使
い
始
め
る
前

に
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

① 

右
足
を
左
の
太
も
も
の
上

に
あ
ぐ
ら
を
か
く
よ
う
に

乗
せ
ま
す
。

②
足
首
を
両
手
で
支
え
る
よ

　

う
に
下
か
ら
抱
え
ま
す
。

③
か
か
と
を
お
へ
そ
に
引
き

　
 

付
け
る
よ
う
に
足
を
持
ち

上
げ
ま
す
。
呼
吸
は
楽
に

し
て
、
15
秒
～
20
秒
ぐ
ら

い
そ
の
姿
勢
を
保
ち
ま

す
。
左
足
も
同
様
に
行
い

ま
す
。

○
ポ
イ
ン
ト

　

 

足
を
持
ち
上
げ
る
時
は
、

極
端
に
頭
が
下
が
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
足

を
持
ち
上
げ
る
の
が
き
つ

い
場
合
は
、
足
を
乗
せ
る

だ
け
で
も
О
Ｋ
で
す
！

12/1金

2 土

5 火

8 金

3 日

6 水

9 土

4 月

7 木

10 日

12 火

19 火

26 火

14 木

21 木

28 木

17 日

24 日

11 月

13 水

20 水

27 水

16 土

23 土

30 土

31 日

15 金

22 金

29 金

18 月

25 月

鹿角中央病院　　　　☎ 23-4131

鹿角中央病院　　　　☎ 23-4131

鹿角中央病院　　　　☎ 23-4131

今月の新刊今月の新刊

　文字を読むのが困難な人に届け
たい、「音で聞く本」「文字の大き
さを変えることができる本」が図
書館に仲間入りしました！ご自宅
のパソコンでも観る・聞くことが
できますので、ぜひご利用ください。

　 な ぜ 紛 争 は 繰 り 返 さ れ る の
か？争いを拡大させているのは、
私たちの無知、無関心かもしれ
ません。世界が注視する〝この国〟
を正しく理解するための入門書
です。

　おいしそうな食べ物の中に、
柴犬、ダックスフンドなど、い
ろんな犬たちがかくれんぼ。ど
こにいるかわかるかな？「かく
れんぼ」「みーつけた」の繰り返
しが心地よい絵本です。

わいわい文庫～
マルチメディア
DAISY 図書 2023
伊藤忠記念財団：製作

イスラエル
人類史上最も
やっかいな問題

ダニエル・ソカッチ : 著
鬼澤忍 : 訳

（NHK 出版）

新冷戦考  
日本の防衛力の今
斉藤 光政：著

（小学館）

おいしい おいしい 
かくれんぼ
村田夏佳：作
( アリス館 )

尾去沢コース １日㊎・15 日㊎
毛馬内コース ５日㊋・19 日㊋
大湯①コース ７日㊍・21 日㊍
大湯②コース ８日㊎・22 日㊎
八幡平コース 12 日㊋・26 日㊋
花輪コース 14 日㊍

※ 貸出場所・時間については、十和田図書館にお問い

合わせください。

在宅当番医

診察時間
月曜～金曜　17 時～ 20 時　
土曜　　　　14 時～ 17 時
日曜祝日　　８時 30 分～ 17 時
※かづの厚生病院の入り口は、「救急入口」です。

問 花輪図書館（コモッセ内）☎23－4471
十和田図書館 ☎35－3239

人口と世帯
（10 月末）

人口　27,794 人
　　　男　13,199 人
　　　女　14,595 人
世帯　12,536 世帯

あおぞらぶっく号
12 月の巡回日

花輪図書館館�　��

移動図書館館�　��

十和田図書館館�　��

読者アンケート
広報かづのに対するご意
見を募集しています。二
次元コードから、お気軽
に ご 意 見・ ご
感想をお寄せ
ください。

なかのクリニック　　☎ 22-7335

なかのクリニック　　☎ 22-7335

かづの厚生病院　　　☎ 23-2111

いけがみクリニック　☎ 30-0111

かづの厚生病院　　　☎ 23-2111

大湯リハビリ温泉病院  ☎ 37-3511

大湯リハビリ温泉病院  ☎ 37-3511

かづのファミリークリニック  ☎ 22-6080

かづのファミリークリニック  ☎ 22-6080

かづのファミリークリニック  ☎ 22-6080

いけがみクリニック　☎ 30-0111

大湯リハビリ温泉病院  ☎ 37-3511

大湯リハビリ温泉病院  ☎ 37-3511

※水分補給用の飲み物をご準備ください。

↓↓ 上から見ると↓

小坂町診療所　　　　☎ 29-5500

小坂町診療所　　　　☎ 29-5500

三ヶ田医院　　　　　☎ 31-1231

三ヶ田医院　　　　　☎ 31-1231

福永医院　　　　　　☎ 35-3117

福永医院　　　　　　☎ 35-3117

福永医院　　　　　　☎ 35-3117

小坂町診療所　　　　☎ 29-5500

なかのクリニック　　☎ 22-7335

大里医院　　　　　　☎ 22-1251

大里医院　　　　　　☎ 22-1251

大里医院　　　　　　☎ 22-1251

福永医院　　　　　　☎ 35-3117

鹿角中央病院　　　　☎ 23-4131

鹿角中央病院　　　　☎ 23-4131
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　青森の地方紙「東奥日報」編集
委員の紙面連載をまとめたものに、
書き下ろし「世界初の F35A 墜落」
を加えて書籍化。自衛隊と国防の
現在地をレポートしています。

○ Ver. １～ 3（白色のディスク）
　→視覚等障がい者専用
○ Ver.BLUE（色つきディスク）
　→音声や画像で物語を楽しみたい人向け
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